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2026年 春金沢市議会 市政レポート

ご意見、ご要望、
ご相談はこちらまで

　日本共産党金沢市議員団
金沢市役所７階

TEL：０７６－２２０－２４０７
akiyamashita1171@gmail.com

instagram

金沢市議会議員 山下あき

主な活動地域
十一屋(法島、西大桑、大桑町除く)、内川、泉野、長坂台、
富樫、伏見台、泉、額、扇台、四十万、みどり、安原、
三和、押野、西南部、中村町、三馬、米泉、米丸、新神田

1976年金沢生まれ
十一屋小・野田中・和光高
介護福祉士

最近見た映画
　・脱走
　・ロビー
　・爆弾

平和憲法を守る
なんぶアクション

こども・子育て支援分が
国民健康保険料に上乗せに

　国の「子ども・子育て支援法」に基づき、医療保
険の保険料に「子ども・子育て支援分」が新たに上
乗せされます。金沢市の国民健康保険料では、総額
２億円、１人あたり年間約3,000円の負担増となり
ます。子育て世帯も含め、他の医療保険に比べて保
険料が高い国民健康保険料の負担が、さらに増
えることになります。
　保険料で子育て支援の財源確保すること自
体が問題であり、制度の中止を求めています。

事務業務の外部
委託化が広がる

　会計年度任用職員(非正規職員)の給与や休
暇、健康診断などの「定型的な事務」の一部
を外部委託し、職員数を削減していく方針で
す。職員の生活に直結する重要な個人情報の
管理は、外部委託せずに市が責任を持って行
うべきです。
　まずは庁内での業務改善やデジタル化、人
員配置の見直しで対応すべきであり、安易に
外部へ任せることには反対です。

2026年度
当初予算

　例年、最終補正予算や次年度当初予算の審議は３月議会で行わ
れます。今年度は、３月８日に金沢市長選挙が実施されたため、
２月議会(２月10日～27日)で行われました。
　義務的経費や継続事業など、削ることが難しい最低限の経費を
中心に編成された当初予算は、一般会計2,078億円、特別会計を含
む全会計では3,753億円余となりました。この予算案は賛成多数で
可決されましたが、私たち会派は反対の立場をとりました。

反対した主なもの(最終補正予算、当初予算)
・国民健康保険料の大幅引き上げ
・旧日銀跡地の用地取得、改修　　・規制緩和された都心軸の再開発
・大手企業のための金沢港整備費　・こども誰でも通園制度の実施
・職員の外部委託化を含む職員削減　　　　　　　　　　　　　　　など

さんさん通信さんさん通信さんさん通信

X LINE公式
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一般質問
動画

ご意見・ご要望をお寄せください

旧日銀跡地の取得と改修に53億円!!

一般質問
全文

　旧日銀跡地の事業に対しては、多くの市
民と十分な合意形成ができていない。
　先行利活用推進協議会を開くのであれば
市民的な合意がとれる議論の場となるよう
求める。

　協議会を先に設置し、工事と並行して意見を
聞く。利用者へのアンケートなどで市民の声を
集めながら活用方針を検討していく。また、協
議会では利用団体などから意見を得ていく。

旧日銀跡地イメージパース：金沢市委員会資料より

一般質問に立ちました
①市立病院の移転整備について
 ►用地取得の現状と課題について
 ►移転・新築後の現有地活用について
 ►地域住民への説明について

②配食サービス事業について
 ►利用の現状について
 ►事業者支援のあり方について

③こども誰でも通園制度について
 ►モデル事業実施の現状と課題について
 ►本格実施の運営等について

④不登校施策について
 ►学びの多様化学校開設準備室について
 ►小学校低学年への支援について
 ►メタバースを活用したオンライン支援について

⑤教員の逮捕について
 ►対応と再発防止について

２
月
議
会   

日
程

2/25,26 委員会審査(総務常任委員会)

　金沢市は都心軸の整備事業にあわせて、市民アン
ケートを実施しました。寄せられた意見の多くは、
まちなかの公共交通に関するもので、日銀跡地に関
する回答は10数件にとどまっています。
　市長は本格整備に向けて、周辺区域を一体的に開
発する方針を示しており、今後さらに多額の税金投
入が見込まれます。市民の理解と合意のないまま進
む事業は、立ち止まり見直すことが必要です。

誰のための整備なのか

これまでの日銀跡地に係る主な費用

金沢駅東都心軸に
求められる機能等について

市民アンケート(2024年7月実施)



1994年 150円(１食あたり)
　　　　　⇩
2018年 150円(１世帯あたり)
　　　　　⇩
2024年 200円(１世帯あたり)
　　　　　⇩
2026年 220円(１世帯あたり)

　2024年度から検討されてきた「学びの多様化学校」は、2026年度に「学びの多様化学
校開設準備室」を設置し、教育課程や施設整備など開校に向けた準備が本格化していきま
す。開校予定は2028年度とされています。
　学校づくりには、当事者である児童生徒や保護者の声を丁寧に反映することが不可欠で
す。アンケートだけでなく、ヒアリングやワークショップなど意見を反映できる仕組みづ
くりを求めました。
　小学校低学年でも行き渋りや不登校が増加しているなかで、学びの多様化学校の設置だ
けではなく、市内すべての学校が「安心して学べる学校」へと環境が整っていくよう、今
後もみなさんの声を聞き取り組んでいきます。

配食サービス事業について

2026年 春　さんさん通信

「学びの多様化学校」開設に向けた準備が本格化
誰もが安心して学べる学校を

学びの多様化学校

設置検討委員会

会議録

委託料の引き上げと物価高騰への支援を
　1994年に始まった配食サービス事業は、栄養バランスの取れた食
事を届けるだけでなく、安否確認や見守りといった重要な役割を担
い、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるための欠かせな
い事業となっています。
　県内の市町では、配食サービスの委託料は平均で約380円、なかに
は500円や750円といった自治体もあります。中核市の高槻市では、
委託料を400円とし、物価高騰への独自補助も行っています。現場の
実態を把握し、配食サービス事業者へのさらなる支援を求めました。
また、食事提供も含めて委託するという、制度の考え方そのものの見
直しが必要だと考えます。

金沢市の委託料の推移

学びの多様化学校

基本構想

答申

○学びの多様化学校設置 これまでの流れ

検討開始 基本構想
策定

2024年度

不登校支援の

選択肢が増え

る観点から 、

設置すること

が望ましい

答申 2025年12月議会
旧馬場小学校

校舎等改修の実施設計

2026年度
開設準備室  設置

こども誰でも通園制度の実施
通常保育の充実こそ必要

市立病院の移転整備について
地域住民へ丁寧な説明を

開
校

2028

年度

予定

設置検討委員会

(全３回）

2024年11月 2025年度

検討委員会

（全３回）

・中学生から

・旧馬場小学

　校を活用

・安心して学

　べる環境に

など

答申
2025年12月

当時者アンケート

実施

当事者の意見を
反映した整備を！

現在

　2026年４月から「こども誰でも通園制度(誰
通)」が本格実施されます。
　社会全体で子育てを応援する施策は重要で
すが、「誰通」は子どもや保護者、現場職員の
安心安全が十分保障されているとはいえませ
ん。保育士の処遇改善や配置基準の引き上げ
など、基盤そのものの強化が必要です。

　新病院整備に向けて、国有地である平和町
公園を約６億1300万円で取得。
　2026年４～７月末にかけて、地質調査も実
施されます。
　来年度の基本設計完了をひとつの区切りと
して、住民説明会の開催を求めました。

（見守りに対する委託）

フリースクール通学のための経済的支援について

・不登校民間支援団体等連絡会の活動に対して支援している　・他の自治体の事例について研究を深めていく

メタバースを活用したオンライン支援

・2026年４月から本格運用する・インターネット環境がない家庭にはSIMカード入りのルーターを無料で貸し出す

○不登校施策その他の答弁



みなさんとの要望が実現しました！

　金沢スタジアムの指定管理者には、前回に
引き続き「金沢スタジアム共同事業体」が選
ばれました。前回の構成とは異なり、新たに
新聞社が共同事業体に加わりました。
　報道機関は本来、行政や権力を監視し、市
民の立場から批判的にチェックする役割があ
ります。しかし、その報道機関が市と契約関
係にある指定管理者となることで、公平性や
透明性が損なわれるおそれがあります。
　こうした観点から、報道機関の参画は適切
ではないと考えます。

　高市政権は、憲法改正に強い意欲を示し
ています。自衛隊を憲法に明記すること、
殺傷能力のある武器の輸出解禁、非核三原
則の見直しなど、これまで大切にしてきた
「武力に頼らず戦争をしない国づくり」と
いう日本の平和政策を大きく転換する内容
です。
　こうした流れに対し、私たち会派は『日
本国憲法を守り、戦争しない国づくりを求
める意見書』を提案しました。しかし賛成
少数で否決されました。　

2026年 春　さんさん通信

日時
４月22日

水曜日
10～12時

５月27日
水曜日

18～20時

６月27日
土曜日

17～19時

場所
交流ひろば
みのり2階

(若草町26ー７)

予約
（076)

220ー2407

メールでの
予約

問い合わせ

なんでも
相談会

お困りごと、相
談ごとがありま
したら、相談会
以外でもお受け
しています。
お気軽にご連絡
ください。
LINE公式からも
ご連絡いただけ
ます。

中東情勢の平和的な解決を求める 議員38名全員が賛成!!

２月議会  審議結果

　この間みなさんと一緒に、学校給食
の無償化を求める署名を集め、市に要
望してきました。
　2026年４月から小学校の給食が無
料になります！　中学校についても
「27年度の実施を念頭に検討」との
こと。

水道の基本料金
が無償に！

　物価高騰対策として、水道基
本料金が減免になります。
対象期間：３～８月請求分
減免額　：家庭用1,100円/月
　　　　　業務用1,540円/月

小学校の学校給食が
４月から無償に！

日本共産党市議員団は、提出された議案63件のうち、44件に賛成し、19件に反対
しました。

３月緊急議会(３月18日）

審議結果の
一部を掲載

　「中東情勢の早期沈静化と平和的解決等を求める決議」
が提案され、全会一致で可決されました！
　金沢市議会で党派を超えて、国際法及び国際人道法の遵
守、平和的解決のための外交努力を強く求める意思を表明
したことは大きな意義があります。
　「戦争ではなく平和外交を」と求める声を、政府は重く
受け止めるべきです。

引き続き取り組みます
・不登校支援　・ごみの有料化見直し　・除排雪の拡充　・国保料、介護保険料の引下げ
・子ども医療費助成制度の拡充　・加齢性難聴の補聴器購入補助　・包括的性教育の推進
・コミュニティバスの実現　・ジェンダー平等社会の実現　など

決議とは
議会の意思を表明する
議決のこと。政治的効
果を期待したり、議会
の総意を対外的に明ら
かにするために行われ
る。

２月議会
賛否一覧
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